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　講演会・講演要旨

　Society5.0 時代の「未来の教室」

講師：浅野　大介　氏
経済産業省　商務・サービスグループ　サービス政策課長

（併）教育産業室長

　皆様こんにちは。経済産業省の浅野です。只今

ご紹介いただきました通り、2001 年に経済産業

省に入って以来、何とかして教育改革という仕事

に携わりたいと思っておりました。2 年前に組織

再編の仕事をやりまして、5 人で教育産業室を作

り、それで自分が初代の室長になって、丁度 2 年

が経ちました。また、去年からはサービス政策課

という本体の方の課長もやっております。

　教育産業というのは、わかりやすく申し上げる

と、塾のことを指します。。代表的な存在としては、

学習塾です。他にも、スポーツ教室、音楽教室、

英会話教室など、いわゆる民間の教育サービスを

提供している産業も含まれます。。もうちょっと

広くとらえると、いわゆるフリースクール、オル

ターナティブ・スクールという世界もこの部屋の

所管ということになっております。最近で言うと、

専門高校の先生方と距離的に親和性があると思わ

れるのが、同じ塾でも、プログラミング教室です

とか、あとは STEAM 教育の教室ですとか、そ

の系統の教室も基本的には全部含まれます。ざっ

くりと言いますと、学校以外の民間教育というも

のが、実は経済産業省の所管業界です。

　しかし、うちの役所として、教育改革のために

今まで何かしてきたのかと言われると、正直あま

り何もしてきておりませんでした。一つだけ、今

から遡ること 27、8 年前だと思いますが、まだ世

の中が Windows 95 とか言っていたような時代

に、100 校プロジェクトという、パソコンをちゃ

んと使える学校を作ろうじゃないかというプロ

ジェクトがありました。それを立ち上げたのは、

経済産業省で私が現在所属しているサービス政策

課の大先輩たちでした。昔私と同じようなことを

考えて、一時期教育の話をやっていたことがあっ

たんです。けれども、看板を立てないと仕事はな

くなってしまいます。サービス政策課という、な

にか何でもやれそうな課の中で、100 校プロジェ

クトをちょっとやったところで、人が異動してし

まえば消えてしまいます。それをもう 1 回繰り返

してはいけないと思いまして、2 年前、教育産業

室という看板を立てることから始めました。

　今日は、我々が 2 日前に、「未来の教室」ビジョ

ンという提言を発表いたしましたので、そこでお

話ししているような内容の概要をお話しできれば

と思います。その中で我々が見ている未来像、初
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等中等教育の未来像において、こういうものが

ベースになってくるのではないかという将来像の

中に、専門高校がございます。専門高校が次の普

通科になってくる。いわゆる普通科は、職業の専

門学科を中心にして、未来の普通科というのがで

きてくるのだろう。我々は、そんな世界を描いて

おりまして、それが当たり前になってきている社

会をどう考えようか。あとは学校と民間教育、こ

の垣根がどんどんなくなっていく社会をどう作っ

ていくか。そんなことも含めて、今日お話しでき

ればと思います。

　「未来の教室」という言葉を我々は使っており

ますが、一体いつを未来と言うのかという質問を

よく受けます。我々が見ているのは、すぐそこに

ある未来です。来年とか再来年とか、そういう未

来です。もう今すぐそこに来ている未来、それに

向けてふさわしい学びをさっさと創ろうと。ほと

んどのことは、現行の法令の中でできることばか

りです。つまり、地方自治体の教育委員会の皆様、

学校の運営をされている皆さんの努力だけで、明

日からでもできることばかりです。ですので、制

度を変えなきゃいけないとか、何々しなきゃいけ

ないとか、正直言って、それはほとんど必要があ

りません。ただ、もっと広げていくために、もっ

と自由度を上げていくためには、多分制度もいじっ

たりしなければいけない。思い切って現場の先生

たちが躊躇なく改革をやっていけるためには、も

うちょっと制度的には工夫が必要ということはあ

ると思っています。ただ、それも 2、3 年のうちに

さっさとやれることばっかりなのだ、そんなつも

りでこの提言を書いていて、またこれから文部科

学省との間でいろんな議論をしていきたい。そし

て現場の教育委員会の皆さんとも、学校の校長先

生以下、先生方と語り合いながらプロジェクトを

作り、広げていきたい、そんな風に思っております。

　 未 来 の 姿 を ３ つ 書 い て い ま す。 一 つ 目 は

「Society5.0」に向かう社会です。Society5.0、これ

はまさに専門学科の教育と思いっきりクロスオー

バーする部分です。ご存知の通り、第四次産業革

命が進み、Society5.0、超スマート社会と呼ばれる

ような社会に向かっております。そこでは、あら

ゆるものがインターネットにつながり、あらゆる

データが収集可能となり、そこでつくられたビッ

グデータというものを人工知能が解析をする。そ

の結果を踏まえて人間が判断をする。そこでは人

間に新たな能力が求められてくるようになり、そ

れは課題設定力・解決力であり、システム思考だ、

デザイン思考だ、その根底にあるコミュニケーショ

ン能力だ、色々な人がおおよそ共通したことをおっ

しゃります。そして、産業の業種の垣根もなくなっ

ていきます。そうなると、もう農業高校、商業高校、

工業高校といった区割りがほとんど無効なものと

なり、それぞれの専門知識をどう組み合わせて社

会に実装するか、課題を解決していくかというこ

とが重要になってきます。そうすると、むしろそ

の区割りがあること自体が、非常に問題になって

きます。これからは、専門学科の壁も全部とっぱ

らっていく必要があります。だけれども、専門学
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科のそれぞれのカリキュラムについては、１つ１

つ系統立った学びもあるわけだから、それは保た

れていく。ただ、組み合わせが自在に効いていか

ないと、多分これからの Society5.0、それを支え

る第４次産業革命に対応した専門教育っていうも

のは、ほぼ不可能です。ですから、まず専門教育、

専門学科というものの教育を、かなり再編してい

かなければいけません。その前線に皆さんは立っ

ていらっしゃって、この専門学校の教育を再編し

ていくことが、おそらく、7 割の高校生が普通科

に通っているという異常な我が国の実態を変えて

いくキーなんだと思います。加えて、普通科に通っ

ている高校生たちの学びを、専門学科がリニュー

アルし、アップデートしていく。専門学科が壁を

越えて融合して面白い学びを作っていく。そして、

その中に普通科の高校生たちを巻き込んで日本の

学びを変えていく。そんなことを Society5.0 に向

かう現在において、喫緊の課題として取り組まな

ければいけないことになっております。

　今申し上げたような、何か課題を解決する、価

値を生み出すことを起点とした学びを作ろうと

いうことを、我々は学びの STEAM化と名付け

て い ま す。STEAM と は、Science、Technology、

Engineering、Arts、Mathematicsの頭文字をとっ

たもので、それぞれが融合した、教科の壁を超え

た、ただ単に知識を知るというのではなくて、創

ると知るが循環していく。なぜ知るべきなのか、

それは創るためであって、創るためには知る必要

があって、それが循環を続けていく、そんな学び

に変えていきましょうと。今の学校教育そうはな

いっていないと思いますので、そういうふうにし

ていきましょうというようなことを唱えており

ます。

　二つ目は、「働き方改革」に向かう社会です。

私は、この価値・重要性が学校の中では本当に理

解が進んでいないんだということを、いろんなと

ころで話をしていて思います。これは本当に喫緊

の課題です。まず、学校の中では「時間の有効活

用」という概念が非常に忌み嫌われているなとい

う感触が強くあります。時間をかけてゆっくりや

ることに意味があるのだと、確かにそういうこと

もあるかもしれません。しかし、人間の時間は有

限です。ですから時間をかけるべきところと、か

けなくていいところというのが絶対ある。単なる

知識のインプットは、まさに効率的に進めるべき

分野です。ですから、そういった部分をどれだけ

効率化させて、知識のインプットを素早く終わら

せるのか。Society5.0という社会では、知識はイ

ンターネットで調べれば出てきます。知識をたく

さん持っているだけの価値は低くなっているんで

す。むしろ重要なのは、そういった情報をどう見

極め、どう活用するか。そして、実際に自分の手

を動かし、試行錯誤し、失敗しながら最後のゴー

ルまで向かっていく力があるかということです。

その力を伸ばすことにむちゃくちゃ時間をかけよ

うと。そういうメリハリがないと時間の有効活用

は無理です。

　こういった動きは、働き方改革に向かう社会、

まさに大人の社会でも全く同じことが起こってお

ります。例えば、実は経済産業省という役所も、

2001年の省庁再編前は通商産業省でしたが、当

時は通常残業省などと言われていました。本当に

夜中まで煌々と明かりがついていて、月の残業時

間が 150 時間を超えるという状態が 3 年位前まで

はそれが常識でした。けれども、今 150時間残業

させてたら上司はクビになるし、働いてる当事者
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もお前大丈夫かとなるし、いや、むしろお前仕事

ができないんじゃないのかという感じにだんだん

空気が変わっていって、見事なまでにこの 3 年く

らいで、無茶苦茶なスピードで働き方改革が進み

ました。価値観の激変が起きたわけです。何が言

いたいかというと、長い時間働けばそれだけ偉い

という価値観から、時間を有効活用しろという価

値観に変わってきているんです。

　あとは、人によっていろいろ事情があることを

考慮して、働き方を柔軟に変えろという流れもき

ています。テレワークの活用がめちゃめちゃ進ん

でいます。今私のスケジュールを見ると、１、2

割がテレワークになっております。私には今 4 ヶ

月の娘がいるんですが、子育てという事情に合わ

せて、働き方を変えているんです。週に 1 日はな

んとかして自宅で仕事するようにしています。会

議は、役所と繋いで、私は家にいて、部下たちと

全部一緒になって Zoomというオンライン会議ア

プリでしましょうという感じになるわけです。そ

んな感じで、役所も時間を有効活用しろ、だから

無駄な仕事は削れ、であとはテレワークなどを活

用してそれぞれの事情に合わせて柔軟に働けと。

コスト感覚がないなどと言われている役所におい

ても、ご案内の様に働き方が激変しているわけで、

企業ならば尚更大きく変化していくわけです。

　あとは、いろんな人たち、例えば、いろんな条

件を抱えている女性。女性ばかりが子育てしなく

てはいけない時代ではありませんが、それでも乳

幼児を抱えているお母さんの負担は大きい。しか

し、仕事から離れたくない方はいますし、それが

負担になって離れるべきでもない。だったらテレ

ワークなど、いろんな工夫ができます。あとは

様々な障がいのある方。その中に、対面でのコ

ミュニケーションは苦手だけど、パソコンで文字

を打ってする場合にはすごく高いクオリティでも

のすごい才能を発揮する人がいる。そんな人たち

の才能をどうやって活かしながらもっといいこと

をやるか、そういったこともますます求められて

いる。世の中全体がその方向に向かっているわけ

です。ですからそれに対し、一人残さず才能を活

かしきるというマネジメントができる人こそ産業

に求められているんです。ですが、今の子供達は

そういう訓練を受けておりません。本来は、人口

減していくこの社会の中で一人残さず才能を活か

しきらないといけないんです。ですが、それを対

面にこだわって必ず何時から何時までここにいろ

ということを全ての人に強制してしまう。今まで

のような時間の使い方、それを学校の中で続けて

いて、そこで育った子たちが社会に出る。そうす

ると周りの人たちにもそれを強制する。この悪循

環をどこかで止めないとこの社会は実現しないわ

けです。その責任は実は学校にあるんです、とい

うことが実は学校の中ではほとんど理解されてい

ないということが、私がいろんな所で話をしてい

て、非常に強く感じることなんです。ただ、その

価値観の転換はそういうものなんだというふうに

政府も言い切らなければいけないし、もっといろ

いろなコミュニケーションをとって働き方を充実

させようと、もっといろいろな多様な働き方を充

実させようと、その方向に向かっていく基盤を

作っているのが学校なんだっていうその位置付け

は、もっとはっきりさせる必要があると思ってい

るところです。そんな社会に向けて子供を送り出

していく以上は、学び方そのものがもっと自立化

しなければいけないし、もっと個別最適化されて

いかないといけないでしょう。

　そして最後になりますが、「グローバル化」が

進む社会です。これはもう止めようがありませ

ん。もう否応なしに、グローバル化が進んでいき

ます。そして特定技能を持った人たちが入ってく

るわけです。そうすると学校現場もさらに多様性

が増していきます。その人たちとのコミュニケー

ションという問題が出てくる。ですが、外国人が

入ってくるから対応しようというスタンスではな
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いですよね。何かを創るためには世界中の知恵を

集めて、編集した者が勝ちなわけです。日本人だ

けで集まって日本の市場相手にして日本語だけで

コミュニケーションして何かいい物を作っていけ

る時代は、もう終わっています。日本人の数もま

ずこれから減っていきます。人数だけでなく、多

様性も少なくなっていく。そんな中で日本語だけ

のコミュニケーションを教えても何も見出せませ

ん。だから英語なのであって、多分、これから先

は中国語だって入ってくるのです。そんなグロー

バル化した社会の中で、論理的に魅力的に自分の

考えを語って、人とちゃんと協働できるだけの英

語力ないしは中国語の力、そういったものがこれ

から絶対必要になっていきます。ですが、いつま

でたっても日本の外国語教育は上手くいきませ

ん。さぁ、どうしましょうか。

　大きく社会が変わっていきますが、その方

向 は 説 明 し た 通 り、 繰 り 返 し に な り ま す が、

Society5.0の社会に向かっていきます。Society5.0

の社会と言いますが、同時に、これからはもう不

透明で未来を見通せない時代でもあります。未来

を見通せない時代で答えがないという状況です

が、じゃあどうしようではなくそれは自分で作る

ということが必要になってくるわけです。ですか

ら、自分で課題を設定する力が必要になってきま

す。課題に向かう当事者性をもっている人がこれ

から幸せになれます。あとは、データを味方にし

て目の前の事象を構造的に掴めるか。そして、そ

れに対して様々な知恵を組み合わせて、未来を描

いていけるかどうか。そして、そのベースになる

確かな言語力と数理の力があるかどうか。そんな

話が特に求められるのでしょう。

　先程申し上げたように子供達は働き方改革が進

んだ社会に出てくわけです。朝 8 時に会社に来い、

夕方 5 時まで座っていればよし、そんな社会では

ありません。自分の時間割を自分で組み立てられ

る人しか、多分ハッピーになれない世界。あとは、

それを他者に認めることができる。その力がある

人しか、多分幸せにはなっていかない。要するに、

時間を決めてもらってそこにいますからというこ

とではなくて、自分で自分の時間割をちゃんと作

れる。他の人の時間割を尊重することができる。

そういう人達、そういう能力を大人が求められる

社会なわけですから、子供達もそういう力を身に

つけて社会に出ていく必要がある。加えて、集ま

るべきときに集まるべき人と集える力。目の前に

とりあえず寄せ集められた人達だけの中で仕事を

するのではなくて、自分にとって必要な人っての

は誰か、その人を探しに行けて、その人に出会う

ことができて、その人と関係を作ることができる。

何かを作るために集めるべき人達を集めて、必要

なときに集まって何かをできる。そういう多様性

の中でも周りの協力が引き出せる。そういった能

力も、不可欠になってくるはずです。

　そして最後、「グローバル化」が進む社会です。

グローバル化は繰り返しになりますけども、外

国語の学習をもっと変化させないといけないの
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かなと思います。そこが、EdTech（エドテック：

Education×Technology）という話に繋がるのです

が、外国語はトレーニングですので、筋トレと試

合をミックスするしかありません。どこまでいっ

たって単語と構文知らなかったら喋れませんし、

発音は矯正して貰えなかったら直りませんし、単

なる筋トレです。筋トレは AI がやってくれます。

AI を使って AI 相手に打ち合う。今、中国の外

国語教育のメインストリームはこれです。ものす

ごい精度でやってくれるので、これは相当手の力

が差をつけてきます。あとはこなした試合の数で

実力は全く変わってくるわけですから、実際に外

国人と会話する必要があります。ですが、打ち合

う相手がどこにいるのだって外国人なのでしょう

から、オンライン会話をしようと。オンライン会

話なんて今時パソコン 1 台持っていて高速イン

ターネットで繋がっているという環境があればい

くらでもできる。じゃあ、オンラインだ。筋トレ

は、EdTech を使って、AI を活用しながらひた

すら鍛える。試合は、パソコンとインターネット

環境を揃えて、オンラインで外国人と打ち合う。

学び方が大きく変わってきます。グローバル化に

対応していく中で、求められる力、そしてやらな

きゃいけないトレーニングはだいぶ変わってくる

な、そんなイメージかなと思います。

　そして、これから子供達が出ていく社会は、相

手や場面に応じてさまざまなコミュニケーション

手段を自在に組み立てられる力がすごく求められ

るのだろうと思います。さっき私が申し上げたよ

うに、うちの役所の中で今テレワークを拒否する

と、おそらく非常に寒々しい視線を浴びていくこ

とになるはずです。ちょっと前までは、「説明に

来い。目の前に来い。電話で済ますな。メールで

済ますな。」でした。電話だけメールだけじゃな

くて、ちょっと人の前に 1 回でもいいから現れて

自分の印象を植え付けて、あいつとだったらやっ

てやろうという思いを相手にもってもらう。確か

に、これは技術として絶対必要ですが、年がら年

中で来ている必要はないはずです。たまには対面

も必要ですが、ほとんどの場合は、物理的な空

間に居る対面以外、インターネット上の対面コ

ミュニケーションと、あとはメールや SNS など

の文字によるコミュニケーションが使われていま

す。最近はメールすら古くなっていると言われ、

Slackというチャットツールが使いやすいなどと

新たなコミュニケーションツールがどんどん広が

りつつある。これらを全部組み合わせることが必

要なのです。それが、他者に優しい社会になりま

すし、自分にとっても 1 番生産的だし結果が出せ

るとなってくるはずです。

　これからは、たった 1 つのコミュニケーション、

「いいか、人のコミュニケーションって言うのは

な、対面で人の前で座ってだな、人の目を見てや

るものだ」というだけの人を、これからのコミュ

障って呼ぶのでしょう。今、コミュ障っていうと、

対面コミュニケーションが苦手な人を指しますよ

ね。多分、そうじゃなくなってくるのだと思いま

す。様々なコミュニケーション手段を、相手と場
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合によって使い分けられない人、相手にそれを共

有できない人のことをコミュ障と呼ぶようになっ

てくるのだと思っています。そうなると、子供の

ときから大人と同じ環境与える必要があると。1

人１台のパソコンやスマートフォン、高速イン

ターネット、加えてクラウドサービス、オンライ

ン会話、動画コンテンツ。これは普通、今社会人

として仕事している人にとっては普通の環境であ

るはずです。例えば、企業で社内研修をちゃんと

やっているような会社だと、今どんどんその研修

は動画コンテンツに変わっているし、例えば服務

規定のテストも e-learning で実施しているとこ

ろがありますし、オンライン会話は当然さっきみ

たいに仕事で日常的に使います。社会がそうなら

ば、それは、子供の頃から慣れ親しんで、自在に

使っていける環境を与えてあげればいいでしょう

と。今の大人で、生産性が高く、付加価値をどん

どん生み出す人達と、同じ環境を子供のときから

与えてあげようよ、ということが我々のイメージ

ですね。

　最近の政府のいろんな方針や政策文書に、1 人

1 台パソコンという言葉がたくさん出てきます

が、あれは、我々が唱えてきたことの成果なので

す。我々が文部科学省といろんな議論を重ねてき

て、1 人 1 台という言葉をちゃんと明言するよう

言ってきたわけです。文部科学省としても、一人

一台という未来の大胆な構想を明言することには

抵抗を示していましたが、いつまでに、どうやっ

て配備するかということを経産省としても全面

協力するからと。1 人 1 台という言葉をまず掲げ

て、実現する気があるということを示そうと。パ

ソコンは探せば安価で教育用途として十分なス

ペックのものがありますし、中古パソコンの寄付

を集めるという方法もあります。学校に寄付の窓

口がないと言われれば、じゃあ作ればいい。あと

は、親御さんが学校の用具として子供に買って持

たせる。例えば、1 個 10 万円のランドセルを親

は買ってるわけです。10 万円のランドセル買う

なら、そもそもランドセルが必要なのかという話

も含め、買うにしても 5 万円のランドセルに 5 万

円のクロームブックで十分ではないかなどと、や

り方がいくらでもあるわけです。ですから、1 人

1 台という方針を出して、今年度中になんとか 1

人 1 台の戦略・実現までのストーリーというのを

一緒に描こう、ということでようやく合意ができ、

やや社会運動的になりますが、一人一台という構

想を進めたいなと思っています。

　前置きが少し長くなりましたが、去年作った

「未来の教室」プラットフォームにおいて、我々

の 10 億円ほどの予算を使ってこの 3 つを進めて

いこうとしています。

　この 3 本の柱のうち「新しい学習環境の整備」

については、正直、経産省の予算規模でどうにか

なる世界ではないと思います。ですから、地方交

付税交付金をどうするかという世界。そしてあと

は、民間からの寄付。そして重要になってくるの

が、予算をいかに効率的に使うかとところ。実際、
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自治体の皆さんは、相当非効率な調達をしている

という実情があります。IT ベンダーやパソコン

の販売代理店の言いなりになっていて、必要のな

いお金まで使わされているということがあるわけ

です。いまどきサーバーなんて設置する必要はあ

りません。クラウドがこれからのスタンダードで

すから、それでいけばもっと安く導入できます。

そういった、調達の効率化などの話は、新たに予

算をどう手に入れるかという問題と同じくらい重

要でして、国としてガイドラインを作っていこう

という話になっております。

　また、国の教育の方針として確固たるものを

作っていくことも考えております。パソコン調達

のための予算の話とはガラッと変わりますが、「学

びの STEAM 化」と「学びの自立化・個別最適化」

という二つの柱が、我々のめざしていくべき教育

の中身です。「STEAM 化」、「自立化・個別最適化」

という 2 つのキーワードにしていますが、これは

我々の持っている予算の中で、実証実験をしてい

るところです。　　

　我々の目指す姿を大まかに申しますと、今の教

科学習で使っている時間はもっと短くいける。基

礎を学びましょうというレベルの話は、今までの

時間の半分ぐらいで終わるのではないか。むしろ

インプットされた知識を使ってなにか新しいもの

作っていく、それが記憶の定着にもつながるはず

なんですが、そこに倍以上 3 倍以上時間をかけよ

うと。そうすると創ると知るが循環する学びが

ちゃんとできるのではないかというものです。

　例えばこれは発電所の図です。無味乾燥に物理

とか化学とか地理とか歴史とか数学などの系統

だった教科だけを学んでいても、いつまでもこの

イメージにはたどりつけない。学ぶ意味すらわか

らない。これは、私個人もそうでした。ただ、こ

のことをあえてだしているのは、私は経済産業省

に入って、エネルギーの仕事に携わって初めて理

科や数学を学ぶ意味が分かるようになったからな

んです。私は主に石油とガスを担当していました。

実際に担当にしていたのは、正に京葉コンビナー

トや四日市コンビナートあたりの事業再編でし

た。会社ごとに小さい製油所や化学工場が並んで

いる。昔は良かったが国際化の中で韓国や中国に

競争力で圧倒的に差をつけられた。そういう日本

の石油化学コンビナートをしっかり再編しようと

いうのが、私の 5 年前の仕事です。実際、石油会

社は、しっかり再編されて二大勢力になりました。

そういった仕事をしていく中で、化学の中身がよ

くわからないわけです。無味乾燥の数式や化学式

があらわす意味が、リアルなプラントとどうつな

がってくるのか。それをふまえてコンビナートの

再編がどうあるべきなのかを真面目に考えていく

わけです。その仕事を、有機化学を全く勉強して

こなかった私が担当しました。なんで勉強するの

か意味がわかるので、その学びはものすごく楽し

かった。同じような話がエネルギー、電力でも

そう言えます。電力では、3E ＋ S という方針で

E というのは安定供給、経済効率性、それと環境
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適合性、最後の S は安全性で、この 4 本の柱を

同時に満たすこと、これが電力というものを考え

る時の必須の考え方なんです。それを分解してい

くと、例えばどういった方法で発電するかを考え

るとします。石油、天然ガス、石炭、原子力、い

ろんなものがあるわけです。輸入する時には地政

学的なリスクも考えなければいけない。中東に依

存すること、どこかの国に依存することのリスク

は何か。中東にはどういうリスクがあるのか。供

給源を分散させるならば、どんなバランスでどこ

に分散させるのか、などといろいろ考えるわけで

す。この時点で社会科や数学がまぜこぜになって

いることが分かると思います。あとは環境を考え

て CO2 排出量も考慮に入れだしたら理科も当然

絡んできます。どういった燃料をどこからどんな

バランスで輸入してくる、それを事業所さんたち

がどうやって分散したら、政策的に好ましい燃料

の調達をするように仕向けられるのか、そういう

ことを考えているわけです。ひとたび燃料として

燃やしますと熱を作ります。熱を作って発電する

プロセスではどんな効率的なプラントをデザイン

できるか。そこにあるのは、当然ながら理科と数

学です。そういったことが見えて初めて、教科を

勉強する意味が腹落ちしてくるのだと思います。

細かいことを言いだしたらきりがありませんが、

私が言いたいことのコアは、いろんな系統の知識

が組合わさって、はじめて物を考えられるんだと

いうことを、役人として政策に向き合っていろん

な人の話を聞いていってはじめて分かりましたと

いうこと。恥ずかしながらそういう現実が私には

ありました。昔からそんなことが分かっている人

もいるかもしれませんが、なかなかこういう勉強

の機会は日本にないじゃないですか。もったいな

いなと思うんです。これだけ縦で切られた教科を

教えられる方がたくさんいらっしゃるのに、この

発電所を見てみようとか、石油化学コンビナート

の未来を考えてみようという問い、他にも未来の

モビリティーはどうなっていくのかなど、そんな

テーマがあってもいいのにありません。そういう

社会、未来を描くという中で学ぶ数学は面白さも

全然違うなということです。知識と、創ること、

手を動かすことがどう循環するか、そのバランス

をどうつくっていくかというのはものすごく重要

だと考え、それを検証できるような実証事業を今

いくつか作り、まわしております。

　今からするのは、中学生の話です。千代田区立

麹町中学校という学校で行った実証実験なんです

が、左の写真は中学数学の授業。ご覧いただけれ

ばわかる通り、みなさんがイメージする普通の授

業風景と大きく違ってきていると思います。生徒

たちはカフェテリアに集まり、一斉授業はしませ

ん。Cubena という名前の数学の AI ドリル教材

を渡しています。一人一台パソコンを渡して、ど

んどん自分で進めていってもらう。それはできる

子たちだからできるのでないかとすかさず言われ

るのですが、対象は成績が真ん中から下位の生徒

です。それで、前年比の半分の時間で全単元が終

了して、次の学年にも進み、一斉授業をずっと受

けてきた特進クラスや発展クラスの子たちの成績

にどんどん近づいて、成績がみるみる上がってい

くわけです。あとは学習態度に問題があった子た

ちが、時間をかけた分できるようになって、その

子たちの学習時間っていうのがものすごく伸びて

います。それも全部デジタルデータに残っていま

すから、この子がいったい何時間問題集をやった

のかというのも追えるのですが、昔、こんなにこ
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の子勉強していなかったよね、となります。自宅

に帰ってもそれを夢中になって取り組むという子

もでてくるのですが、学校の時間の使い方が圧倒

的に効率化された結果、習った数学の定理を使っ

てプログラミングしよう、などということに使え

る時間ができます。EV3 を使ってプログラミン

グしようとか、自動駐車をプログラミングしてみ

ようとかそういったことに発展していきます。他

にドローンを飛ばそうとか、様々なことをやって

います。ここにまとめてありますが、本当に取り

組みたいのはプロジェクト型の STEAM 学習時

間を創り出すことです。それだけの余裕を作るに

は、基礎をとにかく効果的に効率的に入れよう、

さっきの語学の話もそうです。単語を覚える、構

文を覚えることは絶対必要だがそこにばっかり時

間かけてもしょうがないので、どれだけ効率的に

できるのかということです。

　もう一つですけど、知識を融合しようという話

の代表例で今行っているのが、スポーツ科学で

す。大学に行けばやれるかもしれませんが、多く

の中高生には機会がない。これは、タグラグビー

を一例に挙げました。体育実技でやっているタグ

ラグビーを、その戦略を、プログラミングを使っ

てたててみようという融合です。碁盤の上に黒軍

と白軍と書いてありますが、これで、まず強い白

軍を作り、それに対して黒軍はどう動かしたら勝

てるのかというイメージを作る遊びをする。これ

がゲーム作りみたいなもので、みんな楽しんで取

り組む訳です。その話の裏にちゃんと算数が隠れ

ています。算数とプログラミングと体育という組

み合わせです。かけっこは、漫然とよーいドンで

走って終わります。速い子は映えますが、遅い子

はなんだか惨めな姿を晒します。こうして体育が

嫌いになっていきます。そうではなく、0.1 秒で

も速くすることが価値なんだと、そのために科学

するぞという時間にかえられたら面白くないか？

そんな話も同時並行で進めています。これを他の

競技にも広げていこうと思っています。

　いろいろと話してまいりましたが、お待たせし

ました。農業高校ですとか商業高校とか工業高校

も一緒にやらせていただいた実証プログラム、こ

れを今年も続けてまいります。

　スマート農業を考えよう。これは旭川農業高校

の風景です。もともと、農業科でロボットは必ず

しも使っていないと思います。ただ、化学肥料を

どうするとか、農薬をどうするとかっていう元々

ある農業の世界、そこに加えてロボットの仕組を

知って、自分たちで作れるようになって実装しよ

うという学習プログラムです。
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　あとは、圃場の状態、さっきの農薬と絡んでき

ますが、圃場の状態はどうやったらつかめるのか、

データが必要になるのか？データを取るためには

センサーが必要です。センサーの仕組みを知って

データを取って、それで全体の構造を把握して、

対策を打とう、そういった一連の流れを IoT を

使ってやろうというものです。もちろん、IoT は

必ずしも万能ではなくて、技術の限界はあります。

ですが、データを用いて科学して農業を作って行

こうっていうテーマ自体は面白い。それはもっと

取り組むべきです。子供たちに対しては、今のス

マート農業の到達点、限界点というのは何であっ

て、課題は何があって、そこにどうチャレンジす

るかということを考える、そういうプログラムに

延長していってます。

　ただ、ここで二つのプロジェクト、ロボットと

IoT の二つでやったんですが、より注目頂きたい

のが、対象層のところで普通科の高校生も対象に

入れている点です。あとは、できたら中学生も入

るという世界にしたいと思っています。専門学科

の皆さんにとって、これから進学してくる可能性

のある中学生に興味を持ってもらうことが重要に

なります。、ですから、中学生や、さらに言えば

小学生に関心をもってもらえるように、専門学科

のキャンパスっていうのをどれだけ地域に開放で

きるのか、そして、そこをもっと面白いものにで

きるのか、実はそれがカギになっていくのだと思

います。我々も高校生の 7 割が普通科に行ってい

るという状況に着目しています。この子たちが、

農業高校、商業高校、工業高校やそれらの総合高

校など、色んな機会で科学と社会課題がない交ぜ

になったものに触れて、楽しく遊んで学んでほし

いと、そういう思いを持っています。

　あとは、商業高校には、いったい、何の関係が

あるのかということはさておき、カンボジアの渋

滞問題にチャレンジしていただきました。これ

は、今年も続けていこうとしております。カンボ

ジアの首都プノンペンの交通渋滞の構造を知ろう

と、まず高校生たちが実際何人か現地に行っても

らい、ラウンダーバードっていうグルグル回る形

式の交差点がなんで渋滞をうむのかということを

ちゃんと数理モデルを作って考えようという話を

しています。

　そうすると、面白いことに勉強もなかなか上手

く回ってくるわけです。数学も物理もちゃんと教

えられる指導者をつけたということもあるんです

が、数学を学ぶ意味がよく腹落ちしてくるんです、

あっ！世の中のこういう構造を知るためにやって

いるか、あの無味乾燥に思えた方程式が表すもの

はこういうことだということが初めて理解されて

くるのです。

　加えて、私たちが見ていてもっと面白いと思っ

たのは、高校生達が別の気付きも得ることなんで

す。数学的に渋滞を解明するというテーマに取り

組むうちに、この国の人達、交通マナー悪くない

ですか？という呟きが高校生の間から出てくる。

そこから、マナーが悪いってどういうことなんだ

ろう？マナーが無いってことは、倫理が無いって
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ことで、それを補正する法律ってないのかな？と

か。あとは、そもそも教育とどうつながっている

のか？日本は、教育の現場で交通ルールやマナー

などを口酸っぱく言われている。だけど、そうい

うものが無いのではないか？とか、いろんな事に

想像が働いていく。そうすると完全に文理が融合

していきます。数学のことだけ見ていてもしょう

がないですよね？数学の数理の仕組みだけ分かっ

ていて、インフラをこう直せば良いということだ

けではなくて、人の倫理観や、それを支えるルー

ルや、エンフォースメントするための教育や、い

ろんなものがなきゃ社会システムが成り立たない

ということが分かってきて、社会システム全体の

勉強に入っていくわけです。プログラムがおのず

と広がって進んでいきます。

　あと面白かったのは、商業高校でのデザインと

数学を掛け合わせたプロジェクトです。商業高校

では、地元の特産品を作りましょう、それに加え

て商業デザインでロゴを作りましょうみたいなプ

ロジェクトがよくあるかと思います。ただ、ロゴ

をカッコよくデザインするのは難しいなぁ、もっ

とカッコ良くするにはどうしたら良いんだろう？

ということと、数学を結び付ける、そんなワーク

ショップをしました。ナカジマサチコさんという

ジャズピアニスト且つ高校 3 年生で国際数学オリ

ンピック金メダルを取り、前年度は銀メダル、そ

ういった抜きんでて多才な方が、講師として指導

に入ってくれて、その数学的な視点で、実は美し

いデザインの裏には数学が隠れているんだよ、黄

金比って知ってる？と、デザインと数学を見事に

結びつけるわけです。数学という教科学習と、商

業科の教育で行っていたような学びの関係性も、

作り出そうと思えばいろいろ作り出せる。先ほど

お話しした交通渋滞というテーマについても、こ

こから先に見据えてるのは工業科やその先にある

土木の話かもしれないけど、そういった自分の専

門領域ではない部分も含めていろんな社会課題に

チャレンジしていく。そういった環境は、実は専

門学科の中でも作れちゃうんじゃないの？そんな

ふうに思ってやってきたんです。

　もう一個、カンボジアの衛生環境をテーマにし

たプロジェクト。カンボジアでは、衛生環境の悪

さで腹痛、急性胃炎などの体調不良を起こす人達

が非常に多い。そこで環境衛生問題に対するアプ

ローチをテーマにしました。この実証は徳島商業

高校という高校を舞台にして行ったのですが、面

白いのは、OB が作った NPO がワークしていた

点です。TOKUSHIMA 雪花菜工房という OB が

作った NPO 法人では、JICA から草の根技術協

力事業という事業で補助金を受け取り、それを

使ってカンボジア現地の学校や食品工場のリノ

ベーション・生産性向と助けにいくというプロ

ジェクトを組成し、それを徳島商業高校の協力プ

ログラムとして提供している。それで、実際工場

を作りに行くぞ、工場の生産管理を 1 から作り直

すぞっていうプロジェクトを商業高校の子達が
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今、一緒になって進めている。そのようなことを

やっている学校で、そのプログラムの充実、さら

なる充実化のために我々もちょっと協力している

という感じなんです。

　あと、観光のビッグデータを使って、STEAM

学習プログラムを作ろうという実証もあります。

これは、JTB さんが自社の予約サイトの中で取っ

ている情報を活用したものです。どんな属性の方

が、どこに旅行されて、どこで飲み食いをして、

どれだけお金を落としたのか、いろんな情報が

入ってきます。この日々溜まっていくデータを、

データベースとして表に出していって、例えば、

今の時代の望ましい使われ方を考えるものです。

例として申し上げると、お伊勢さんの、おかげ横

丁にある「ゑびや」という大衆食堂です。そこが

すごく面白い店であることが判明しました。そこ

では、観光旅行予報プラットフォームを活用して、

そこに詰まっている気象情報をはじめとしたさま

ざまなデータから、毎日の来客予測をできるよう

にシステムを組んだんですね。そのシステムに

よって、仕入れのロスや廃棄のロスがなくなって

いき、客量や売り上げが大体予測がつくから生産

性が上がっていったんです。これこそ、まさにデー

タを見て、自分たちのビジネスモデルを変えると

いういい例なんですが、そういう話を商業高校、

工業高校や農業高校の生徒たちでできるのではな

いかと思うんです。それで、こういう観光予報プ

ラットフォームは JTB が持っているのですが、

これを活用してそういうプログラム作りたい。イ

メージはさっきの「ゑびや」の例の様に、自分の

企業の生産性向上のためのプランニングを計画・

実行できる経営者を育てられるもの。そのために

似たような教育プログラムを作れたらいいんじゃ

ないかと思っています。今年は、横須賀市にある

三浦学苑という高校で、観光予報プラットフォー

ムを使った横須賀の町の観光政策を考えるプロ

ジェクトを実施しています。そこでは、データに

基づいた立案をしてくださいという条件をつけて

あります。観光予報プラットフォームの中のデー

タに限らず、市が出している統計でも、国が出し

ている統計でも何でもいいんです。必ずデータを

使う、という条件を守ってもらう。思いつきはい

いんだけれど、思いつきのままじゃだめで、思い

ついたアイディアをデータで語らせてちゃんと立

案しましょう。そういったことに慣らしていくと、

いろいろと面白い提案が出てきて、もうやったら

いいじゃない、という話ばかり出てくるんです。

　そこで面白かったのが、生徒たちの議論を聞い

ていると、役所が考える政策がデータに基づいて

いないということが、見えてくるわけです。何を

前提にしてこのプログラムや政策が組まれている

のか、誰に何をさせたいのかということを、生徒

たちが突き詰めていくと、政策の中身と目的がず

れていることに気が付いてしまいます。その様子

を見ていて、これは全国でできるなと。おそらく、

全国の市町村で観光政策を考えている人たちの頭
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の中は、勘と経験が多くを占めているんだと思い

ます。勘と経験に基づいて、そして全国のどこか

の面白そうな事例を引っ張ってきてやっていると

いうのが実情だと思います。だから、実際に自分

の町に訪れる人たちはどんな人たちなのか、その

人たちはどんな行動をとっているのか、そしたら、

この層に焦点を当ててこれをやるべきだという事

をちゃんと組み立てる。これを、商業高校の子や、

農業高校の子、はたまた工業高校の子たちでも、

やってみたら面白いんじゃないかと。そういった

未来を描きながら、今実証事業を進めているとこ

ろです。

　さて、ここまでそれぞれの学校のいろんなプロ

ジェクトを話してきましたが、我々はそれが全国

に広がらなければ意味がないと思っていて、そ

れを広げるための取組として STEAM ライブラ

リーというそんな構想も持っています。これは何

かと端的に言いますと、動画のライブラリーです。

先進事例として、アメリカにある動画サイトがあ

ります。アメリカの PBS っていう公共放送、日

本でいう NHK のようなものですが、そこが、イ

ンターネット上にプロジェクト型学習のための教

材を色々と載せています。　

　いろんな企業さんが協力していて、例えば、ボー

イングが使った飛行機が飛ぶ仕組みを教えてくれ

る動画です。飛行機が飛ぶ仕組みとか、飛行機が

抱える未来の飛行機の姿とか、飛行機が抱えるイ

ノベーションの課題とか、いろんなコンテンツが

含まれています。そこに動画がついているだけ

じゃなくて、授業で使う時のサポートマテリアル

がちゃんとついている。指導案がちゃんとあるん

です。指導案もあるし、評価方法もついている。

あとは、この学びはどんな教科のどこの単元に基

づいているか、という話もちゃんとついていて、

加えて、発展学習をするためのヒント、それがい

ろんなとこについているんです。そうすると、教

材として使いやすい。単に動画が流れているだけ

じゃない。今まで話してきたような、スマート農

業を作ろうという話もそうですし、旅館もそうで

すし、何でも、これらの学校で作っていく面白学

習コンテンツは、デジタルコンテンツとしてアー

カイブ化されるべきだと感じております。そこで

私はこれから、この STEAM ライブラリーとい

うのを作っていこうと思っています。まず 2 年か

けて試作しようかと。その中で、ぜひ、私は学校

の先生たちに、こんなの作ってみたいっていうこ

とで手を挙げていただいて、自分はもう学校で

やっているプログラムがあって、それをデジタ

ルコンテンツにしてみたい。自分の力だけでは

ちょっときついかもしれないけど、誰か、ちょっ

と気の利いたクリエーターと組ませてもらえれば

やりたい。そんなことを思ってらっしゃる学校の

先生に集まっていただいて、アイデアソンをこの

夏から秋にかけて数回やりたいなと思っていま

す。学校の先生だけじゃなく、例えば研究の先端

を行っている大学研究機関の研究者が、自分の研

究テーマ自体をコンテンツ化してもいいんじゃな

いかと思ってくれるんだったら、それもいいかも

しれない。いろんな人たちが、今の研究の最前線

や、学び・探求の最前線を教えてくれる、知らし

めてくれる、そういったものに指導案をつけて広

く使えるようにする、そういう形でやってくれれ

ばな、と。そのために我々は、土台となる場を作っ

ていきたいと思っています。

　今話したことは STEAM についてですが、既
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に申し上げた通り、知ると創るが循環しないと、

しょうがないと思っております。基礎知識や専門

知識が入っていかなかったら、プロジェクトは前

に進まず、停滞をします。基礎力は絶対必要です

し、基礎にとどまらずどんどん発展的な知識を効

率よく入れていく必要がある。そうすると、学び

の自立化と個別最適化が必要になってきます。子

どもたちに、1 人 1 台パソコンを持たせて、イン

ターネットにつなげ、自分の好きな教材で、好き

なペースでやってくれと。それで、確実に、到達

度を上げて行ってほしい。そういった勉強を効率

的に、効果的にやっていきましょう。

　これは小学校における授業の様子を一枚で表現

した図です。おそらく、中学や高校でも同じ図に

なると思っています。小学 5 年生で、静岡県の袋

井市という、だいぶのどかな田園風景が広がる小

学校ですが、ここの授業では、一斉講義は授業の

最初と最後だけで、その間は子ども達に自分の

ペースで進めてもらっています。そうすると、子

ども達に非常に大きな変化が現れました。学力で

A ～ D で区分けして、A 層の子たちと、D 層の

子たちの動きをずっと見ていたんですが、一番特

徴的なのが、D 層の子たち、中でも発達障がいの

子です。1 回の指示ではわからない。でも、わか

らなくても、先生わかりません、といきなり手を

挙げて止めるわけにもいかない。そうすると置い

ていかれる。一度置いていかれると、置いていか

れっぱなし。一斉講義・ライブ形式の講義である

がゆえに、これまで落ちこぼれちゃっていた子が、

個々人のペースで進めるようになると、周りに助

けを求めたり、分からないことを戻って進めたり

するようになりました。そうるすと、もちろん成

績は上がってくる。ライブ形式じゃないから学べ

るんです。だからライブを強制するっていうのを

もうやめませんかという話です。かく言う私もそ

うなんです。30 分以上人の話を聞いていられな

いんです。そういった講義は全部テープに録音を

して、あとで家で聞いていたというタイプでして、

すごくよくわかるんです。自分のペースに合わせ

て学びを進めると児童の手がとまらない、これが

特徴だったんですね。

　一方で、今の話は、すごく先進的な取組みに見

えますが、実は塾ではそれは当りまえなんです。

個別学習塾の森塾はご存知かと思います。割と成

績下位層の子たち向けの塾です。個別指導塾で、

子ども達に AI を活用した教育用ソフトウェアを

与えます。森塾のメソッドを反映した AI を活用

しています。それで、子どもたちはコンピューター

と向き合って、小 4 から中 3 のお姉さんまで同じ

教室で全然違う教材で違う単元を勉強する。それ

で十分成績が上がっている。この世界が塾ででき

ちゃっているわけですよ。

　そうすると、これを学校に入れたらどうなるの

だろうとなります。実は、去年 sprixという会社

と有志の小中学校の先生たちとで何回もワーク

ショップをやらせていただきました。もし、この
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発音の矯正などは当然ながら、英作文も EdTech

がカバーする範囲です。英作文はとにかく書きま

くるしかない。そして、書いたものを誰かに見て

もらう。誰かというと、海外の大学生です。大学

生に送って添削してもらう。ただ添削して返して

もらうだけじゃなくて、録画した映像でこういう

風に修正すればいいんだよと教えてくれる、その

録画を見る。でもライブじゃないからこんどは説

明不足のところがある、そうしたら学校の先生が

助けてくれる。一人の先生だけで 40 人の子たち

のライティングの面倒を見るのはほぼ不可能だと

思います。ですが、海外の一流大学の大学生たち

が基本的に作文を見て指導してくれる。それでも

わからないところは学校の先生がサポートしてく

れる。こんな感じで進めていくという将来像をイ

メージしています。

　僕は、こういう感じで個別最適化された自律的

な学びを作っていこうとするのですが、そうする

と様々な課題にぶつかります。中学生だと標準授

sprixの eフォレスタという教材を学校の授業に

入れたらどうなるか。先生たちに教材を触っても

らい、自分で実際に e フォレスタを使って問題を

解いてもらいながら、だいたい今までやっていた

単元が、これを使うことでどれくらいの所要時間

で終わるかを体験してもらいます。これは相当大

胆だなと私も思うですが、こういったものを使え

ば、インプットだけは半分、半分以下で終わる。

そうすると、インプットした知識を吐き出す時間

が出来ます。習った子よりさらに先にいく、フィー

ルドワークに出る、人の話しを聞きにいく、体験

する、そういった時間がようやくこれでなんとか

作りだせます。

　ありがたいことに、今年は実証授業で、そういっ

た仮説に基づいて本当に単元学習を進められるの

か、という検証が行われます。全国 4 つの公立中

学校で、塾と学校がタッグを組んで、塾で気の利

いたやり方やテクがでてきたらそれをやらせよう

と。成績悪い子たちであればあるほどそれをやっ

てもらおうと。基礎を徹底してやってもらおうと。

個々人のペースで、分からないところは誰かに聞

いたり、振り返って学習したりして進める。それ

によって小さな成功体験をどんどん積み重ねても

らって、同時に面白いフィールドワークとか探求

というところに行ってもらおうじゃないかと。

　あとは英語です、さきほど申しましたように英

語こそが、完全に EdTechが中心になってくる領

域だと考えています。単語や公文のインプット、
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業時数という問題があります。学習の効率化が進

んだ結果、標準授業時数より短く仕上がっちゃっ

て、これは良いのか、悪いのか？という話ですと

か、授業時間に空きが出たから、次の学年の単元

にいくのは〇なのか×なのか。私立学校だった

ら当たり前だと思います。私も私立でして、中 3

の時には高 1 の単元は終わっていました。一方

で、公立ではそういったことはやっていいんだろ

うかって思われるわけです。ですので、そういっ

たことが起きた時、それは〇か×か、どっちなの

か判断できるような指針をちゃんと出してくださ

い、そういったことを今文科省に注文しています。

それがわからないと、ただでさえ忙しく教えるこ

との多い学校で、EdTech を使ってみんなの実力

を上げながら時間の使い方を効率化するという創

意工夫が、現場の判断でできないじゃないですか。

そのためには、文科省はもうちょっとはっきり方

針を出さなければいけない。

　あとは、教師の担うべき役割の変化について。

EdTech が入って、「知識を教える」という役割

を代わりに担うようになった時、教師は次に、ど

ういった役割を担うようになるのか。手元の学習

用具が全て ICT 化されて、一人ずつ、○○君が

どのくらい時間をかけて何が解けたのか、どこで

どう間違えたのかが全部わかる世界。そこでは、

個別指導が可能になります。個別指導という環境

においては、教師は生徒をモチベートする存在に

なっていくでしょう。そして、探求的・発展的な

学びにおいては、先生は生徒に伴走する存在にな

るのだと思います。生徒に答えを与えるのではな

く、一緒に考える、一緒に悩む。そうして、生徒

の探求を深めていくのだと思います。

　そんなことも含めて、今の時間割、6 × 5 のマ

トリックスというものが、これからどんな時間割

になっていくんだろう、この時間の使い方という

のはどう変わっていくんだろうということが一番

の論点なのかなと思っています。

　そんな感じで、いったんここで私の話を切らし

ていただいて、もしご質問とかいただけたらそれ

に答えさせていただければと思います。　

（質疑応答：省略）

　そしたら、よろしいですか、最後にすみません。

本当に、色々な話を申し上げましたが、冒頭申し

上げましたように、私は専門高校推しでして、今

うちのチームの基本方針は、私達が受けたいと思

うプロジェクトしか作っちゃいけないっていう、

そういうルールなのです。そういうことで言うと、

去年あれだけ農業高校だ、商業高校だというプロ

ジェクトをうちが採用したということは、それだ

けうちのチームの人間達にとっては、もし、自分

が高校生の時にこんな感じの授業があったらもっ

と面白かったよねっていうのを作ろうと思った

ら、やっぱりそれは専門高校の、専門学科の学び

を更に良くする、更に面白くするっていう選択肢

になっちゃったってことなのです。だからその可
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何でこんなことをしなきゃいけないのですかねっ

て聞ける子じゃないと、本当はいけないわけです

よね。ですけど、聞けるような子は今の学校では

多分、置いてかれちゃうってリスクもあるかなと。

我々のチームの仕事の中では、それが 1 番の矛盾

です。しかし、そこから元気に育っていっている

子たちの姿を含めて見せてもらったのは、農業高

校の園芸等のワークショップなのです。それのみ

ならず、専門学科に行っている子達の話っていう

のは非常に印象に残っていまして、これからです

が、当然専門学科には今、いろんな課題が沢山現

れると思うのです。子供も減っていますし。子供

が減っている中で多分再編も進むでしょうし。だ

けど、再編が進むというのは、冒頭の sosiety5.

という社会の考えだと、専門学科にとってはすご

くプラスだと思うのです。より一層融合していて、

より一層他の普通教科との組み合わせみたいなも

のを自然に表現ができるようなっていくと思いま

す。気付いたら専門学科が世の中の普通になって

いますという世界は、作れるんじゃないのか。我々

はそこに相当可能性を見出して、ぜひ、東京都教

育委員会の皆さんもそうですけども、できる限り

いろんな形で一緒に考えさせていただきたいと

思っています。これをご縁に、お付き合いいただ

けたらと思っております。長い時間ありがとうご

ざいました。

能性が 1 番あるのは、やっぱり専門学科なのだと

思います。そして、それがもっと小学生、中学生

にとっても地域共有の学びの場になってほしい。

我々はそれを提言の中では、地域の STEAM セ

ンターにしよう、STEAM 学習センターとして、

専門学科を更にアップデートしようっていう表現

にしているのですけども、そんな感じなんです。

見ていて 1 番印象的だったのは、実は都立園芸高

校の皆さんです。園芸高校の生徒達と、去年、ワー

クショップを実施しました。経済産業省の研究会

に園芸高校の皆さんが 7 人来てくださって、みん

な高 1 高 2 ぐらいですね。この子達と関わったと

きの 1 番の衝撃は、「君、なんで農業高校に来た

の？」って言ったら、まず一言目に、「いや、別

に中学のとき勉強が振るわなかったので、だから

このくらいかなと思って来ました。」と話しまし

た。「今どうなの？」って言うと、「やっぱ勉強す

る意味がはっきり自分の中で分かっているって、

めちゃめちゃ楽しいです。ですけど幾つか不満が

あって、5、6 時間目とかやめてほしいのです。5、

6 時間目で社会科とかやらされても、どうしても

寝ちゃいます。だけどノートを集めたら、それな

りに点数取れちゃう。だったら自分は、世界一の

薔薇を作るための勉強をしたい。」とはっきり言

うのですね。この子は本当に自立的な学習者に

なった子なんだなというのが話しててよくわかる

んです。「だったら、何で君は中学のときそんな

勉強しなかったの？」。そしたら、「何で数学やら

なきゃいけないのかとか、何で英語やらなきゃい

けないのかとか全然分からなかったのです。僕は

周りに英語しゃべる人もいなかったし、外国人と

付き合ってもいないから英語を学ぶ意味もない。

だからボーっとしていたら置いてかれて、1 度置

いてかれたら置いてかれっ放しだったのです。」。

要するに、今やれって言われたことを何で勉強す

る意味があるでしょうか、というふうに問う力が

ある子はこうやって損をしちゃうのです。本当は、


